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南無阿弥陀仏ってなんのこと？
「南無阿弥陀仏ってなんのこと？（１）」のパンフ
レットでは、「南無阿弥陀仏」の意味と、どうして
称えるのかについてお話しました。ここでは、どの
ようにして「南無阿弥陀仏」を聞けばよいのか、ま
た称えてどうなるのかについてお話しましょう。

どのようにして、「南無阿弥陀仏」を聞
くの？
現代生活において、私たちはなかなか他人の話をじ
っくり聞くというよりも、自分のことを話すことが
多いのではないでしょうか？　今から８００年以上
昔に生きられた親鸞聖人は「聞く」ということを大
切にされた方です。親鸞聖人によると、「南無阿弥
陀仏」を聞くということは、なぜ阿弥陀如来さまが
この私を含めたすべての生きとし生きるものを救わ
なければ仏にならないというお誓いを起こされたの
か、そしてそのお誓いを完成させるために自ら「南
無阿弥陀仏」という限りない智慧と慈悲の仏さまと
なられ、ご自分のお名前である「南無阿弥陀仏」を
私たちに回し向けられことについて考えることであ
るとされます。

南無阿弥陀仏を称えてどうなるの？　
「南無阿弥陀仏」を称えても、金持ちになったり、
事業に成功したり、また病気が治ったりはしませ
ん。「南無阿弥陀仏」は現世利益の道具ではありま
せん。そのようなこの世における願いより、一番大
事なことは自分が無明の闇のなかに生きていること

を認識して、その闇からの解放を願い、この人生をいか
に生きるかを考えることが人間として生を受けた意味で
はないでしょうか。阿弥陀如来さまの名号「南無阿弥陀
仏」を聞くことによって、この私の現実の在りように気
づき、同時に在るべきすがたを想うことが真の人生を歩
む一歩であるのです。

称えるよりも、聞くこと。
パンフレット（１）でもお話しましたように、まずは名
号を聞いて、そして称えることになるのです。『大無量
寿経』というお経のなかで、釈尊（お釈迦さま）が阿弥
陀如来さまのお誓いをまとめられるところがあるのです
が、そこに「聞其名号」（もんごみょうごう、その名を
聞く）という言葉があります。要するに、私たちが阿弥
陀如来さまの名前である「南無阿弥陀仏」を素直に聞く
ことが肝要であると示されています。「素直に聞く」と

は、偏見や我執を捨てて、静かな心で「南無阿弥
陀仏」をそのままに聞くことであります。

「南無阿弥陀仏」は何回、称えれば良い
の？
親鸞聖人がご存命のころも、お弟子さんのなか

で、「南無阿弥陀仏」は何回称えるべきかという
討論がありました。一回で十分だという人もいれ
ば、いやいや十回はいる。また、多いほど良いな
ど、意見はさまざまなものでした。しかし、親鸞
聖人は著作『一念多念文意（いちねんたねんもん
い）』のなかで、お念仏の数が限定されないこと
を示されています。それは、称えないと救われな
いということではなく、むしろ阿弥陀仏の大慈大
悲のきわまりないことをあらわしているといえま
しょう。自然とお念仏が出ることは、あなたが阿
弥陀如来さまに抱き取られているあらわれといえ
ましょう。

これで、少しはどのようにして「南無阿弥陀
仏」を聞けばよいのか、またお念仏の数に限定が
ないこともおわかりになったでしょうか？　浄土
真宗は在家者のための教えであり、そのお法は奥
深いものです。人間としてこの世に生を受けたこ
とを感謝して、仏となる真の人生を歩ませていた
だきましょう。
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